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* てくたくアサッチ＃2「兵庫島」*
　1358 年に新田義貞の次男である新田義興が、多摩川矢野口の渡を渡河した際に江戸荘領主の江戸

遠江守の策略によって、底に栓が仕掛けられた船に乗ってしまう。船頭が栓を抜いて逃げるのと同時

に足利方軍勢が攻めかかり、義興はもはやこれまでと自害する。しかし、気強い従者達には川を泳ぎ

きって敵兵に立ち向かい、自害して果てる者もあった。中でも由良兵庫助・新左衛門の兄弟は、舳先

　　　　　　　　　にたち、刀を逆手に取り直して互いに自分の首を切り落とした。その壮絶な死を

　　　　　　　　　遂げた由良兵庫助の死体が多摩川と野川の合流部にあるデルタ地帯の島に流れ着

　　　　　　　　　いたのであるが、これに対して村人達は災いを恐れて兵庫助をこっそりとこの島

　　　　　　　　　に供養した。これが兵庫島の名の由来であるとされています。兵庫県は関係なし。

名木や ああ名木や 名木や
 今月は、 崖に続いて 「木」 です。 しかも、 「名木」 と言われる木をご紹介します。 平成 23
年5月に、世田谷区みどりとみず政策担当部みどり政策課が発行した「世田谷名木百選」から、
誰でも鑑賞できる玉川地域にある名木を選びました。 爽やかな秋の 1日の心地よい名木巡り
のハイキングと張り切って出発。 地図には、 住所と大まかな位置、 写真が掲載せれているの
できっと崖よりも楽だろうとナメてかかったのが大失敗！名木のあるところには他の木も多
く、 木の種類など知らない私は、 写真の百選に選ばれた 「木」 がどれだか全然分からず最
初の訪問地 「砧公園」 で 「木」 を探してさ迷い歩くこと 1 時間。 最後は公園管理事務所で
聞いてやっとわかる始末。 こんなんだったら最初から聞けばよかったと反省しきりでした。

クヌギ　世田谷美術館前
こんなに目立つところにあるのに、 この木にたどり着くのに
３０分は探し歩きました ( くどいぞ )。 デカイです！とにかく
大きい！幹周りは 3m15cm ！私のウエストなんかカワイイもん
です。 クヌギは岩手県 ・山形県以南の本州 ・四国 ・ 九州に広
く分布する落葉高木。 コナラと並んで夏緑広葉樹の代表と言
われています。 売店もそばにあり、 ベンチもあるのでゆっく
り鑑賞することができます。

シマサルスベリ　砧公園内
「シマサルスベリ」 です。 この木には表示が無いので探すのに苦労しました。 ついには
公園管理事務所に駆け込みました。 実は正門左手に群生していたとのこと。 その他、 砧
大塚の横、 ねむのき広場等にもあります。 幹がツルツルしているので触るとわかりやすい
かも知れません。 シマサルスベリは、 沖縄、 中国、 台湾に分布する落葉高木で最大 20
m くらいになります。 花期は 6～ 8月頃で白い花を咲かせます。 樹皮は同属のサルスベ
リほどではないものの滑らかで、 はげ落ちやすい。 はげ落ちたところは木肌が見えて
斑模様になります。 シマの付かない用賀のバス通り沿いの普通の 「サルスベリ」 をイメ
ージして探すと見つかりません。 砧大塚横に群生している 「シマサルスベリ」 も先ほど
の 「クヌギ」 に負けず劣らず巨大です。 そのデカさは正直カワイクナイほどです。 群生
しているとちょっと怖いくらいですが、 日陰を作ってくれるので、 夏は助かります。



ギンモクセイ　静嘉堂文庫美術館
静嘉堂文庫美術館の 「ギンモクセイ」 です。 私が絶対に明智小五郎が住んでいるんだと信じて
止まない旧館の横に立っています。 「金木犀」 はこれからの季節、 なんとも気持ちをとろけさせ
てくれる香りを発することでお馴染みですが、 「ギンモクセイ」 は、 中国原産の常緑小高木で高
さ 3～ 6 メートル、 樹皮は淡灰褐色、 縦に裂け目があります。 葉は対生、 楕円形の革質、 長さ
8～ 15 センチ、 幅 3～ 5センチ、 葉縁に細かい鋸歯があります。 花は、 雌雄異株で、 9 ～ 10
月、 葉腋から花柄を出し白い小花を束生し、 かすかな芳香がありますが、 キンモクセイほど強
い芳香はしません。 木に素人な私には 「金があればやっぱり銀があったか」 という感じです。

タラヨウ　慈眼寺

ケヤキ　瀬田 2丁目

三又ヒノキ

行善寺

今まで見たことはあったかも知れませんが、 「タラヨウ」 という名前は恥ずかしながら初めて
知りました。 葉は肉厚で 20 センチほどもある長楕円形をしており、 その縁は鋸のように細かい
きざぎざとなっています。 日本では葉の裏面に経文を書いたり、 葉をあぶって占いに使用した
りしたため、 その多くは寺社に植樹されています。 また、 葉の裏面を傷つけると字が書けるこ
とから、 郵便局の木として定められており、 東京中央郵便局の前など
にも植樹されています。 慈眼寺境内左手に、 きっとこれが 「タラヨウ」
だな、 と分かる感じに植えられています。 かつて慈眼寺でも葉のウラ
に経文を書いたのでしょうか？興味深いところです。

大樹 ・ 名木コンクール入賞の名に恥じない大木の 「ケヤキ」 です。
とにかく迫力があります。 下から上を仰ぐと逞しい枝がいっぱい
伸びています。 思わず登りたくなり
ますが、 保存樹のため決してそんな
ことはしないでください。 皆で大切
にしてこれからもずっと守っていきた
いものです。

番外編として掲載されていた
行善寺の 「三又ヒノキ」。 確
かに１本の木が３本に分かれ
ています。 行善寺も今まで
何度も訪れていますが、 全
然気づきませんでした。 これ
からは、 ゆっくりと時間をかけ
て参詣したいと思います。

世田谷区は、 昭和 61 年度に学識経験者や
区民等によって構成された名木百選選定委
員会を設置し、 区内の代表的な樹木を名木
百選として選定しました。 選定にあたっては
、 区民の皆様から推薦や情報提供をいただ
き、 数多くの候補の中から 100 種 148 本を
選定しました。 名木百選の選定樹木は、 い
ずれも地域の歴史を今に伝え、 みどりを愛
する心を育んでくれる、 貴重な街の財産です。

世田谷名木百選とは


